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＜マザーズ＞投資に関する説明会開催状況について 

 

以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。  

 

〇 開催状況  

開催日時  平成27年９月２日 15：30～16：30 

開催方法  対面による実開催  

開催場所  東京都中央区日本橋茅場町 1-5-8 

   東京証券会館９階 第９会議室 

説明会資料名  投資家説明会資料  

 

 

【添付資料】 投資説明会において使用した資料  

 

※説明会の動画を以下のサイトにてご覧頂けます。 

http://vspm.irstreet.com/browse/index.php?code=caPsgbEr/eUXA&pr=mms 

 

本説明会ビデオをご覧いただく際に、パソコンの利用環境としてはInternet Explorer5.5 以上のブ

ラウザを推奨いたします。推奨ブラウザ以外の環境でご利用の場合には、正常に動作しない可能性が

ございますのでご了承ください。また、併せて映像再生ソフトとして、Windows Media Player が必要

となります。 

ご利用のパソコンにソフトがインストールされていない場合は、最新のソフトをインストールして

ご利用ください。 

以上 

http://vspm.irstreet.com/browse/index.php?code=caPsgbEr/eUXA&pr=mms
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１．2015年12月期 第2四半期決算 業績
ハイライト 前年同期比（売上高／損失）

3

第15期 第16期

第２四半期連結累計期間 第２四半期連結累計期間

自 平成26年１月１日 自 平成27年１月１日

至 平成26年６月30日 至 平成27年６月30日

売上高 81,475 47,698

経常損益 △232,240 △261,315

四半期純損益 △258,501 △267,455

四半期包括利益又は包括利益 △252,091 △266,838

純資産額 999,596 753,256

総資産額 1,042,982 806,456

単位：千円



１．2015年12月期 第2四半期決算 業績
セグメント別 売上高及び損失

4

セグメント別 売上 損益 売上前年比 前年損益

遺伝子事業 37,014  △52,608 2.5% △28,156

治験支援事業 9,033 △4,911 △69.5% 3,242

再生医療事業 1,650 △70,853 △62.6% △70,212

単位：千円



２．2015年12月期 通期業績予測

5

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1 株当たり

四半期純利益

2015年12月期
業績予想

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

313 △220 △250 △256 △8.72



３．2015年12月期 上半期トピックス
グループ運営の概要

6

遺伝子事業 再生医療事業 治験支援事業 創薬事業
Glufosfamide



３．2015年12月期 上半期トピックス
遺伝子事業
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遺伝子事業 遺伝子検査サービス

お薬・ｱﾙｺｰ

ﾙ体質検査
AGA 男性型

脱毛領域

CYP2D6
乳癌領域

ﾌｨﾗｸﾞﾘﾝ皮膚

保湿領域

ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ

認知症領域

遺伝子検体管理インフラサービス

検体管理
システム

匿名化
システム

検体
ﾏﾙﾁｼﾞｬｹｯﾄ

遺伝子受託解析



３．2015年12月期 上半期トピックス
遺伝子検体管理インフラサービス

8

当社では公益事業で培った強固な管理インフラを構築
しており、フルパッケージでのバンキングが可能です。

遺伝子
検体管理
インフラ
サービス

匿名化システム
 二重匿名化
 耐久性（超低温対応）
 簡易管理

マルチジャケット
 ICタグでの自動管理
 あらゆる検体容器対応
 高耐久性

検体管理システム
 公的機関との連携
 GLP準拠、治験対応
 開発、運営、解析の

全フロー対応

遺伝子受託解析
 創薬企業、大学、研究

機関からの受託実績
 研究・治験などに個別

対応



３．2015年12月期 上半期トピックス
遺伝子検査サービス
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薬の副作用

予測

抗がん剤の

効果予測

病気の

リスク診断

遺伝性疾患の
診断

ATCGAACGT

採取 検査 保管



３．2015年12月期 上半期トピックス
遺伝子検査サービス
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環境要因

遺伝要因

 遺伝子タイプに基づく疾患発症リスク

 遺伝子タイプに基づく体質の特徴

 状態に合わせた生活改善サポート

 食生活、運動のアドバイス

 創薬支援

 抗がん剤服用前の効果／副作用予測

 治療や服用への貢献

 遺伝子タイプに基づく疾患発症リスク

新規参入ＩＴ企業等

論文やエビデンス
をもとにした

最適医療の実現



３．2015年12月期 上半期トピックス
遺伝子検査サービス
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健診カルテデータ

遺伝子データ

活動データ
（日々毎日）

取集・蓄積・
活用するデータ

収集方法

遺伝子検査 健康診断 デバイス

解析手法
と

実現社会

新たな解析手法

最適医療
の社会



３．2015年12月期 上半期トピックス
創薬事業の現状
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前臨床
試験

第Ⅰ相
試験

承認
申請

製造
販売

第Ⅱ相
試験

第Ⅲ相
試験

当社が優先交渉権
を獲得

FDAよりファースト
トラック*認定済

2004年 2013年 2015年

2007年に次いで
2回目の第Ⅲ相試験

2007年

*：完治が難しい疾患に対し、高い治療効果が期待できそうな新薬をFDAが優先的に審査する制度。

開発スケジュール（米国）

【対象症例】 化学療法の後に再発、または難治性膵臓がん患者

【目標症例数】 480人（80サイトの開設が目標）

【試験デザイン】 無作為化（ランダム）非盲検試験

エライゾン社は、米国食品医薬局（FDA）とSPA（Special Protocol Assessment）協
定を締結しており、試験完了後に新薬承認申請をFDAに提出予定。



３．2015年12月期 上半期トピックス
再生医療事業
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再生医療事業 研究開発・臨床サービス

培養施設・インフラサービス

自動培養装置の開発・販売

細胞培養施設の設計・構築・運用

細胞培養の受託生産

特許を活用した、受託研究

細胞製剤の臨床開発・治験



３．2015年12月期 上半期トピックス
幹細胞療法
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ヒトや動物は、骨折や傷を受けた場合、しばらくすると自力で修復する再生能力
を持っています。

この再生能力に着目し、障害に陥った組織・臓器の再生及び機能の修復を目指
す医療のことを再生医療といいます。再生医療では、体内の様々な細胞に変化す
る可能性を持った幹細胞を用います。

再生能力

体性幹細胞

骨髄や脂肪組織内に存在
する「間葉系幹細胞」は骨・
軟骨・血管などの組織に分化
が可能である。

既に臨床研究で用いられ
ている。

人工多能性幹(iPS)細胞

ヒトの皮膚細胞に遺伝子操
作加え、ES細胞同様に分化
能力を獲得した万能細胞。

話題性は高いが、細胞樹
立方法は現在も改良が続け
られており、基礎研究段階。

胚性幹(ES)細胞

理論上は様々な細胞への
分化が可能である。

受精卵を用いるため、倫理
上の問題が付きまとい、臨床
応用は未だ行われていない。

再生医療への応用が期待されている主な幹細胞



３．2015年12月期 上半期トピックス
犬における治験の現状
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幹細胞 投与前 幹細胞 投与4週間後

脊髄損傷犬への他家脂肪由来間葉系幹細胞投与

動画



【被験動物飼い主】

３．2015年12月期 上半期トピックス
犬における治験の現状
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A大学病院 B病院 C病院 D病院

分離培養

農林水産省
治験実施計画
法令・GCP準拠
監査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

治験届出

ドナー動物から脂肪組織採取

・ISO準拠のクリーンルーム
・真菌・細菌・ｳｲﾙｽ等汚染の
危険性排除試験

・細胞生存率試験
・製造工程管理
・品質・安全性管理

・飼い主への同意・説明
・治験薬の受取、保管
・治験薬の投与、観察
・症例報告
・精算処理

【治験指定病院】

【治験実施責任者】 【治験事務局】



３．2015年12月期 上半期トピックス
犬における治験の現状
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基礎研究
前臨床

治験
届け

治験
第Ⅰ相、第Ⅱ相、第Ⅲ相試験

承認
審査

保険
適用

市販後
対策

ヒ
ト

医
薬
品

GCP（医薬品臨床試験の実施に関する省令）
薬事法 等

GMP
薬事法 等

ガイドライン
法規

基礎研究
前臨床

治験
届け 治験 承認

審査
市販後
対策

動
物
用

医
薬
品

厚生労働省

農林水産省



３．2015年12月期 上半期トピックス
犬における治験の現状
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人為作製疾患モデル

遺伝子組換え技術等の応用に
より、ヒト疾患類似モデルを作成。

人と生活を営み、生活習慣や加齢に
より、自然に疾患を発症し、動物病院
に通院している。

自然発生疾患モデル

 発症までに数年～数十年以上かかる複雑
な病気発症のプロセスを模倣しているか
は疑わしい。（モデルマウスで有効性が
あってもヒトで成功するのは数パーセント）

 Dog Year（ヒトの5倍～7倍のライフサイク

ル）で、治療評価期間も短く、スピーディー
な開発が可能。

 人と同様の診断・治療・手技にて治験の実
施が可能



３．2015年12月期 上半期トピックス
犬における治験の現状
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絶対時間軸

1世代 1世代 1世代 1世代

0歳 20歳 40歳 60歳 80歳

1世代

100歳

加齢性疾患の好発年齢

1世代

0歳 20歳

2世代
3世代 4世代

5世代0歳 20歳 0歳 20歳 0歳 20歳
0歳 20歳

（癌、糖尿病、腎臓病、認知症など）

ヒト

イヌ

ペットでも同じ
状況が現出中

肥満

ヒトに比べイヌでは約5倍の速さで薬剤の有効性や副作用の評価が可能



３．2015年12月期 上半期トピックス
(株)フォーシスアンドカンパニーとの業務提携

20

■技術開発
✓再生医療技術、遺伝子

技術の提供

■店舗・顧客営業
✓アンチ・エイジング、
美容事業

✓再生医療事業

2015年5月28日
業務提携

エンドユーザー



４．2015年12月期 下半期トピックス
馬における再生医療
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2014年11月25日
損傷率6%；屈腱炎

9000万個の幹細胞を投与

治療開始8ヶ月後の2015年7月に
レース復帰；優勝

動画



４．2015年12月期 下半期トピックス
馬における再生医療
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2015年3月21日2014年12月27日

ウォブラー症候群

動画



４．2015年12月期 下半期トピックス
馬 再生医療の事業モデル
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-80℃

注射器による
デリバリー

ドナー競走馬

幹細胞投与

脂肪組織の採取 品質試験および保管

馬幹細胞の分離・培養

凍結搬送

冷凍保存

解凍
品質試験および
発送作業

エンドユーザー

投与対象の馬

海外パートナー

培養 幹細胞の
ストック



４．2015年12月期 下半期トピックス
不妊・繁殖障害 再生医療
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投与1回目

投与3回目動画



４．2015年12月期 下半期トピックス
不妊・繁殖障害 再生医療
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加齢性
不妊動物

加齢による雄牛
・無精子症
・精子減少症
・精子不動症
・精子変形症

加齢による雌牛
・習慣性流産
・卵巣萎縮
・微発情

幹細胞投与
による治療効果

【現在実証中】

精子運動活性及
び精子生産能力
の向上方法

不妊・繁殖障害における
新規治療法の開発

授精能の確認 妊娠の確認 出産の確認

【現在実証中】
・発情周期改善
・2/3頭が授精済
・卵巣萎縮改善

ヒト不妊治療での臨床研究



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養装置のコンセプト
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自動化
オペレー
ション

スケジュール
管理、設定

試薬
在庫管理

作業記録
履歴管理

機器の
モニタリング

 培地交換、継代培養、ピペッティング、遠心分離などの面倒な
作業は、スケジューリングに基づき、全て自動的に実施。

 タブレットPCでの簡易操作が可能。



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養装置 外観
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23003750

20
26



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養装置 動作機構
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3750

ピペットエリア

出庫

パーティション

シャッター

移送機器
パーティション

シャッター

入庫；スタ
ンバイエリア

廃棄：ボトルキャップ
トレー

廃液ボックス

廃棄ボトルトレー

ボルテックス

ボトルスタンド

作業エリア（ﾃﾞ
ｷｬﾝﾃｨﾝｸﾞ等）

インキュベータ

6軸ロボット

バランスボトル
；遠心用

遠心分離

ボトルキャッパー



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養装置 コンセプト機
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動画



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養 ロボットの開発
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 (株)デンソーウェーブ社と共同でNEDO助成事業に採択



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養ロボットの開発

31

アニマルステムセル社 デンソーウェーブ社

自動培養の装置コンセプト

 培養ロボットシステム

 小型・安価

 バックヤード対応

 滅菌対応

 自動化・均一品質

開発のポイント

医療・医薬ロボット

=



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養ロボットのターゲット市場
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クリニック
100,070施設

一般病院

８３
施設

←再生医療など先進医療を提供する
「特定機能病院」
既存装置のターゲット市場

←培養ロボットシステム
のターゲット市場



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養ロボットの事業形態
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１ｓｔ
ユーザー

販路拡大

事業主体
採択企業

株式会社
アニマルステムセル

株式会社
デンソーウェーブ×

美容整形クリニック

畜産施設

再生医療クリニック

動物病院

上記以外のクリニック
病院・研究機関

海外市場



４．2015年12月期 下半期トピックス
自動培養ロボットの動作機構
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シリンジへの溶液装填

キャップの開閉 遠隔操作

動画



４．2015年12月期 下半期トピックス
再生医療周辺事業の市場規模
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出典：経済産業省2013



５．2016年以降の展望
メディビックグループの再生医療戦略

36

• ハードからアプリまでを自社で提供する再生医療の垂直統
合ビジネスモデルを早期に確立する。

基盤技術
（ハード）

細胞
（ミドルOS）

治療・疾患
（アプリ）

自動培養
ロボット

間葉系
幹細胞

脊髄損傷

iPS細胞

重症肝疾患

均一化、規格化
ロボット化・・ etc

膵β細胞

不妊症 ・・etc・・

・・etc・・

垂
直
統
合
モ
デ
ル

糖尿病

ハード付帯
の消耗品

３次元
組織構築



2015年 2016年 2017年 2018年

Ⅰ.遺伝子事業

Ⅱ.再生医療事業

Ⅲ.治験支援事業

Ⅳ.創薬事業

５．2016年以降の展望
事業パイプライン
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事業再定義

営業基盤の強化・業務提携

成長路線へのシフト

基盤技術・特許強化
NEDOロボット開発事業

製造ライン構築

販売網の構築

バイオバンクシナジー

成長路線へのシフト

事業再定義

Ph.Ⅲ （米国）

アジア地域での支援およびリスク管理の強化
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